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�野木小学校改築事業 ………………… 9億4,566万円

�公共下水道事業特別会計繰出金 …… 4億5,661万円

�小山広域保健衛生組合負担金 ……… 3億2,182万円

�国民健康保険特別会計繰出金 ……… 2億4,247万円

�常備消防委託 ………………………… 2億2,988万円

�老人保健特別会計繰出金 …………… 1億8,206万円

�介護保険特別会計繰出金 …………… 1億7,590万円

�市民農園整備事業 …………………… 1億6,936万円

�児童手当支給 ………………………… 1億3,957万円

�町営墓地整備事業 …………………… 1億1,960万円

�保育所運営事業 ……………………… 1億1,435万円

�町道整備事業（道路改良・排水工事等） … 1億　158万円

主な事業の決算



１人当たりに
使われたお金

１人当たりが
負担した町税

総務費

41,799円

固定資産税

68,463円
教育費

72,312円

町民税

68,556円
土木費

35,503円

町たばこ税

6,559円
公債費・衛生費・民生費他

126,650円

軽自動車税

1,149円
平成19年３月31日住基人口26,230人より計算
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財産現在高
建物（�）土地（�）区　　　　　　分

4,74324,307本 庁 舎

1,0132,818警察（消防）施設その他の

公共施設 4594,925その他の施設

47,905214,477学 校

公 共 用

財 産

4982,084公 営 住 宅

415240,840公 園

21,998287,029その他の施設

1,01790,191山 林 ・ そ の 他

78,048866,671合　　　　　　計

公債現在高
金　　　額事　業　債　名

41億4,540万円一 般 会 計 事 業 債

5億5,730万円農業集落排水事業債

42億1,158万円下 水 道 事 業 債

11億6,090万円水 道 事 業 債

100億7,518万円合　　　計

平成19年9月30日現在

平成19年9月30日現在

基金現在高
金　　　額基　　　　金　　　　名

12億0,635万円財政調整基金

956万円災害基金

7,386.20㎡土地開発基金（土地㎡）

4億0,719万円土地開発基金

1億4,980万円義務教育施設整備基金

1億3,811万円公共施設整備基金

1億0,187万円まちづくり基金

6,290万円減債基金

2億2,643万円地域福祉基金

1,083万円介護保険給付費準備基金

23億1,304万円合　　　　　　　　　計

平成19年9月30日現在
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シ
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貸　　　　　方
町民一人当り（円）全体（千円）負債の部

 

152,143

0

0

0

71,553

0

223,696

 

3,990,703

0

0

0

1,876,839

0

5,867,542

１．固定負債

　�地方債

　�債務負担行為

　　①物件の購入等

　　②債務保証

　　　又は損失補償

　　債務負担行為計

　�退職給与引当金

　�その他

　固定負債計

 

11,543

0

11,543

235,239

 

302,782

0

302,782

6,170,324

２．流動負債

　�翌年度償還予定額

　�翌年度繰上充用額

　流動負債合計

　

　負債合計
町民
一人当り（円）全体（千円）正味資産の部

 87,350

55,417

678,687

821,454

 2,291,202

1,453,579

17,801,964

21,546,745

１．国庫支出金

２．県支出金

３．一般財源等

　正味資産合計

1,056,69327,717,069負債・正味資産合計

借　　　　　方
町民一人当り（円）全体（千円）資産の部

 
119,394
16,560
35,320

0
22,149
414

213,258
4,391
493,792

82
905,360
237,096

 
3,131,705
434,379
926,444

0
580,966
10,866

5,593,751
115,171

12,952,169
2,139

23,747,590
6,219,039

１．有形固定資産
　�総務費
　�民生費
　�衛生費
　�労働費
　�農林水産業費
　�商工費
　�土木費
　�消防費
　�教育費
　�その他
　有形固定資産合計
     （うち土地）

 
12,362
2,977

23,838
23,843

0
47,681
17,230
80,250

 
324,249
78,089

625,274
625,410

0
1,250,684
451,949

2,104,971

２．投資等
　�投資及び出資金
　�貸付金
　�基金
　　①特定目的基金
　　②土地開発基金
　　③定額運用基金
　　基金計
　�退職手当組合積立金
　投資等合計

 
 

33,001
2,397
25,567
60,965

9,801
317

10,118
71,083

 
 

865,630
62,863
670,620
1,599,113

 
257,074
8,321
265,395

1,864,508

３．流動資産
　�現金・預金
　　①財政調整基金
　　②減債基金
　　③歳計現金
　　現金・預金計
　�未収金
　　①地方税
　　②その他
　　未収金計
　流動資産合計

1,056,69327,717,069資産合計

※町民一人当りの金額は、バランスシートの金額を基準日（平成１９年３月３１日）の住基
　人口26,230人で算出しています。
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取
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一般会計バランスシート
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公営企業会計(消費税含）

差 引歳 出歳 入事 業 名

水 道 事 業

3,581万円3億1,694万円3億5,275万円・ 収 益 的 収 支

�1億5,043万円2億4,411万円9,368万円・ 資 本 的 収 支

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する1億5,043万円は、当年度分損益勘定留保資金1億2,287万円のほか、
過年度分損益勘定留保資金繰越金2,756万円で補てんしました。

� �����������������������������������������

(財)施設振興事業団

差 引歳 出歳 入会 計 名

0万円4,283万円4,283万円一 般 会 計

0万円1億1,730万円1億1,730万円文化事業特別会計

0万円6,058万円6,058万円健康センター特別会計

0万円2億2,071万円2億2,071万円総 合 計

� �����������������������������������������

特別会計

差 引歳 出歳 入事 業 名

1億3,203万円21億6,592万円22億9,795万円国 民 健 康 保 険

5,012万円15億5,861万円16億0,873万円老 人 保 健

9,512万円9億5,109万円10億4,621万円介 護 保 険

344万円6,108万円6,452万円農業集落排水事業

1億3,251万円13億2,867万円14億6,118万円公共下水道事業

� ������������������������������������������������������

� ������������������������������������������������������

保 険 給 付 額保 険 税 負 担 額区 分

国民健康保険税負担額
及び給付状況　　　　

151,616円77,649円一 般 被 保 険 者
１ 人 当 り

251,948円102,716円退職被保険者等
236,344円156,271円一 般 被 保 険 者

１ 世 帯 当 り
595,235円242,670円退職被保険者等

（5）
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　昨今、日本国内はもとより世界中で様々な凶悪な事件や難しい問題が

相次いで起きています。通常の心理状態では到底理解できないような事

件が多すぎると感じるのは私だけではないはずです。様々な問題も多々

発生しています。北朝鮮問題、パレスチナやイスラエル問題、アフガニ

スタンやイラク問題、パキスタンやミャンマー問題、果てはIT環境によ
る問題など数え上げても枚挙にいとまがありません。

　ひるがえって我が国日本の国会の状況についても少々疑問に思わざる

を得ない事もあります。与党や野党の状況を見ていると、「同調」という

言葉を忘れてしまっているかのように思われてなりません。民主主義社

会において当然議論はあってしかるべきものです。建設的な議論の上に

「協調」が働いて物事はまとまっていくのではないかと思います。その

まとまりがひいては国の繁栄にも繋がっていくのではないかと、私は考

えます。

　今年の私は、商用で韓国を訪れることがしばしばでした。そのためか

韓国の人たちの考え方を少しは理解する機会に恵まれました。そのなか

でも特に強く感じたのは、韓国の人たちは、北朝鮮のことを「兄弟だ！」

と強く思っているのではないかということです。ただその気持ちの中に

は、近親憎悪的なかなりの苛立ち感があるようにも見えました。まるで

親の言う事を聞かない子どもを思っているかのようにも感じました。

「親身に北の事をここまで考えてやっているのに・・・」と、愚痴をこ

ぼしているようにも聞こえました。早く南北が統一されて平和な国にな

ってもらいたいものです。

　首都ソウルには漢江という大きな川が町の真ん中を流れています。N

ソウルタワーを境に東西南北という形で分かれている様でした。漢江の

周辺にはマンションや商業ビルなどが所狭しと乱立しています。マンシ

ョンも地域によっては日本と同じくらい高価な物件も出てきているよう

です。韓国国民の所得格差は中国ほど極端ではありませんが、日本と同

程度の格差は存在しているようです。韓国と日本を比較してみると、正

直なところやはり日本の住みやすさを痛感せざるを得ませんでした。

　手前味噌の感もありますが、特に私たちの住む野木町は住みやすい町

だと思います。平穏すぎてあまり刺激は少ないけれど、何とも言えない

安心感がある町ではないかと思います。そんな我が野木町も宮崎県の東

国原知事の手法も参考にしながら、日本全国に向けていろいろな情報を

発信して欲しいものです。野木町の文化・産業そして全町民を巻き込ん

だ一大イベントをそろそろ期待したいものです。「こんな町があったの

か！」と、全国の人たちが振り返るような町、そして「団塊の世代」が

未来に向かって夢をみることのできる町、そんな野木町になって欲しい

ものです。

未
来
へ
の
期
待

広報連絡委員

小野　功

広報連絡委員

REPORT
258
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※１０ページへ続く

第９回町混合 
バドミントン大会

期　日　１２月２日（日）
場　所　町体育センター
対　象　町在住在勤者
　　　　町クラブ所属者
　　　　協会が認めた者
申込期間　１１月１日～２５日
抽選会　１１月２８日（水）　町公民館

問松本政子 �（５７）０６９０
　松原正代 �（５７）９２０９

第30回 
町剣道選手権大会

期　日　１２月２３日（日）
場　所　二中武道場
参加資格　町在住在勤者
種　目　小学１・２年生の部
　　　　小学３・４年生の部
　　　　小学５・６年生の部
　　　　中学生男子の部
　　　　中学生女子の部
　　　　一般男子の部
　　　　一般女子の部
参加料　１人１００円
申込期間　１１月２６日～１２月１０日

問岩崎統一 �（５６）１２７４ 

第15回下都賀郡 
長距離走大会兼 
郡市対抗駅伝代表選考会

期　日　１２月１日（土）
場　所　栃木市総合運動公園
　　　　陸上競技場
種　目　�３０００m
　　　　　中学女子・高校女子
　　　　　一般女子・中学男子
　　　　�５０００m
　　　　　高校男子・一般男子
参加資格　下都賀郡在住者
参加料　１人３００円
申込期限　１１月２０日
申込方法　
　参加料を添え町生涯学習課へ

問町生涯学習課 �（５７）４１８７

第１回町空手道競技大会

日　時　１２月２日（日）
　　　　午前９時３０分～
場　所　町武道館
種　目　形競技・組手競技
　　　　小学１～２年の部（男女混合）
　　　　小学３～４年の部（男女別）
　　　　小学５～６年の部（男女別）
参加資格
　町空手道連盟登録会員、連盟が認
　めた団体所属の健康な小学生
競技規定
　全日本空手道連盟競技規定　他
参加料　１人５００円（保険代含む）
※形・組手双方出場の場合も同額
申込方法
　参加料を添え町生涯学習課へ
申込期限　１１月１６日
その他
　参加者数が競技成立に満たない場
　合は、階級を前後する可能性あり

問町生涯学習課 �（５７）４１８７

おはなし会

■
日　時　１１月２日（金）
　　　　午前１１時～１１時３０分
会　場　１階おはなしコーナー
対　象　幼児
ボランティア団体　グレース森
■
日　時　１１月１３日、２０日、２７日（火）
　　　　午前１１時～１１時２０分
会　場　１階おはなしコーナー
対　象　幼児
ボランティア団体　ピノキオ

こども映画会

「Ｗｅ Ｌｏｖｅディズニー」
日　時　１１月２４日（土）
　　　　午後２時～３時２０分
会　場　２階ホール
対　象　５歳以上

学校移動図書館
　ひまわり号で、各小学校を巡回し
ています。一般の方へも貸し出しま
すのでご利用ください。
　ただし、児童書中心でビデオの貸
し出しは行っていません。
１１�７　南赤塚小　１３：００～１４：００
１１�８　佐川野小　１３：１５～１４：００
１１�９　友沼小　　１３：１５～１４：１５
１１�１５　野木小　　１３：００～１４：３０
１１�２９　新橋小　　１３：１５～１４：３０

（8）
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町っ子フェスティバル

　町子ども会連合会主催により町内
の子どもたちを対象に開催します。
楽しいゲームなどを行います。参加
賞もありますので、みんな遊びに来
てね。
日　時　１１月２３日（金・祝日）
　　　　午前９時～正午
会　場　町公民館・町体育センター
対　象　小学生以下
※小さいお子さんは、保護者の付き
添いをお願いします。
参加無料
参加方法　時間内ならいつでも
持ち物　上履き、タオル

問町公民館 �（５７）４１８８

パソコン・サロン

　毎月、第２木曜日・第３土曜日に
ボランティアによる初心者を対象と
したパソコン相談室を開催していま
す。
日　時　１１月８日（木）
　　　　午後１時～４時
　　　　１１月１７日（土）
　　　　午前９時３０分～１１時３０分
場　所　町公民館２階第４研修室
※申込の必要はありません。
※日程変更もありますので、公民館
掲示板で確認するか、又は問い合わ
せください。

問町公民館 �（５７）４１８８

ケーキ作り教室

　ケーキ作りをすることの楽しさや
達成感を味わったり、クリスマスケ
ーキなどに役立てたりしましょう。
日時・内容　プログラム参照
場　所　町公民館
講　師　大森ひろみさん
対　象　町在住在勤者（初心者）
定　員　２０名
申込期間　１１月２日～９日
受講料　３,０００円（材料費）
持ち物　エプロン、三角巾
　　　　食器拭く布巾１枚
申込方法　受講料を添え町公民館へ

問町公民館 �（５７）４１７８

SVC企画・運営による 
郷土歴史講話（第３回）
　分かりやすく歴史を解説します。
興味のある方はぜひ参加してみませ
んか。
日　時　１１月２７日（火）
　　　　午後１時３０分～３時
内　容　古代の道「東山道」
場　所　町公民館
定　員　町在住在勤者　先着２０名　
講　師　軽部重夫氏
　　　　（野木郷土史研究会）
申込期間　１１月１２日～１６日
受講無料
申込方法　町公民館へ（電話可）
※第１、２回受講者は申込不要

問町公民館 �（５７）４１８８ 

ピラティス教室

　シェイプアップはもちろん、肩こ
り・腰痛予防・姿勢歪みを調整しバ
ランスのとれた美しい身体を作りま
せんか。
日　時　１１月１３日～１月２２日
　　　　毎週火曜日
　　　　午後２時～４時　全１０回
場　所　町公民館
講　師　菊池幸子さん（ＦＴＰ認定

インストラクター）
定　員　先着２０名
対　象　町在住者
参加費　２,０００円
申込期間　１１月５日～９日
申込方法　
　参加費を添え町生涯学習課へ

ピラティスとは？
　ドイツ人ジョセフ・Ｈ・ピラティ
スが考案したエクササイズで体の芯
（体幹部・背骨や骨盤を支える深層
筋）を中心に鍛えることで美しい姿
勢、バランスのとれた身体づくりを
目指すトレーニングです。

問町生涯学習課 �（５７）４１８７

　 ULTUREC
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　 PORTSS

プログラム
内　容日　時回

オレンジカスタードケーキ
１1/30（金）

９：30～13：30
①

ヨーグルトティラミス
１2/７（金）

９：30～13：30
②

苺のショートケーキ
（クリスマスケーキ）

１2/21（金）
９：30～13：30

③

※内容変更の場合があります。



新着図書

＜一般書＞
�カシオペアの丘で　上・下

（重松清）
�楽園　上・下　　　（宮部みゆき）
�毎日かあさん　４　（西原理恵子）
�道の駅まるかじりガイド

（日本出版社）
�ロックミシンで子供服

（クライ　ムキ）

＜児童書＞
�おばけでんしゃ　　（内田麟太郎）
�ダヤンと夢の約束　（池田あきこ）
�フェアリー・レルム　９

（エミリー　ロッダ）
�若おかみは小学生！ＰＡＲＴ１０

（令丈ヒロ子）

いろり語り 
～昔話を楽しもう～

　秋の夕暮れに懐かしい民話を楽し
みませんか。
日　時　１１月１７日（土）
　　　　午後２時～４時
場　所　２階ホール
対　象　小学生以上の町在住者
定　員　先着５０名
申　込　１１月４日～（電話可）
プログラム
　日本の民話「狐とやまぶし｣　他
　朗読「双子の星」
　創作民話「おべん三味線｣
※当日、変更になる場合もあります。
語り部　加藤美智子さん
ピアノ弾き　諸沢和良さん

問町図書館 �（５７）２８１１

図書館コンサート12 
～トーンチャイムコンサート～

　図書館に気軽に来館いただけます
ようにと、ボランティアの皆さんの
協力により、ミニコンサートを開催
します。
　今回は、トーンチャイムコンサー
トです。グループ全員が一つになっ
て素敵な音楽を奏でます。
演奏者　
　チャペル　チャイムズ　Ｋoga
　小林久美子さん　他
曲　目　もみじ
　　　　賛美歌
　　　　クリスマスソング　他
日　時　１１月２４日（土）
　　　　午後６時３０分～
　　　　（４０分程度）
場　所　１階フロアー
定　員　先着３０名
対　象　小学生以上の町在住在勤者
申　込　１１月４日～（電話可）

問町図書館 �（５７）２８１１

わくわく！ 
おはなしカーニバルINのぎ

　県内で、大好評の「わくわく！お
はなしカーニバル」がやってきます。
　絵本や人形劇、ひかりと影の科学
遊びで１日楽しみましょう。
　父母向け絵本講座も同時開催しま
す。
期　日　１２月１日（土）
プログラム
�午前１０時～正午
　・パネルシアター
　・人形劇
　・大型紙芝居など
�午後１時～３時
　・ひかりと影の探検隊（科学遊び）
　・子どもに絵本が必要なわけ
　　(大人向講座)　講師：小林静子氏
場　所　町立図書館
対　象　幼児から小学生とその親
定　員　約１００名
主　催　アトリエびっき
出　演　ピノキオ
　　　　コロポックル
　　　　人形劇団コッコ
　　　　きゃべつ村
　　　　その他

※入場制限させていただくこともあ
ります。
※駐車台数に限りがありますので、
なるべく乗り合わせでお願いします。

問町図書館 �（５７）２８１１

（10）

�お詫び�

　１１月17日（土）午後２時より予定
されていました「図書館職員によ
るお話会」は、同日に「いろり語
り」を開催する
ため取りやめさせ
ていただきます。
ご了承ください。

※８ページから



『
野
木
小
学
校
落
成
式
』
を
迎
え

て
　
　
　
　
　

校
長　
 
花  
澤 　

は
な 
ざ
わ

 
公  
久 

き
み 
ひ
さ

　

待
ち
に
待
っ
た
本
校
「
新
校
舎
」

「
新
体
育
館
」
並
び
に
「
新
プ
ー

ル
」
が
、
お
陰
様
を
も
ち
ま
し
て
、

完
成
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

５
月　

日
に
は
、
町
長
を
は
じ

２４

め
、
町
議
会
議
員
、
地
権
者
、
地

元
区
長
・
自
治
会
長
の
方
々
、
並

び
に
、
本
校
評
議
員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

さ
ら
に
は
、
関
係
者
の
方
々
に
多

数
ご
臨
席
を
賜
り
、「
野
木
小
学
校

落
成
式
」
を
挙
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
厚
く
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。

『
明
る
い
校
舎　

う
れ
し
い
な 

勉
強
い
っ
ぱ
い　

が
ん
ば
る
ぞ
』

１
年　
 
中  
田 　

な
か 

だ

 
拓  
成 

ひ
ろ 
な
り

　

と
し
ょ
し
つ
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
ほ
ん
が
あ
り
ま
す
。
ぼ
く
は
、

「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
の
ほ
ん
が
あ

る
の
で
よ
ん
で
み
た
い
で
す
。

　

と
し
ょ
し
つ
の
な
か
の
、
ま
る

い
つ
く
え
で
ほ
ん
を
よ
め
る
の
が
、

の
ぎ
し
ょ
う
の
よ
い
と
こ
ろ
で
す
。

１
年　
 
伊  
藤 　

い 

と
う

 
瑞  
葵 

み
ず 

き

　

デ
ン
は
、
や
す
み
じ
か
ん
に
、
と

も
だ
ち
と
、
は
な
し
を
し
た
り
ほ

ん
を
よ
ん
だ
り
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

み
ん
な
が
よ
く
あ
つ
ま
り
ま
す
。

『
新
し
い
プ
ー
ル 

み
ん
な
で
い
っ
ぱ
い
泳
ぎ
た
い
』

２
年　
 
七
五
三  
掛 　

し 
 
 

め 

か
け

 
太  
一 

た 

い
ち

　

ぼ
く
は
、
夏
休
み
中
、
学
校
の

プ
ー
ル
に
行
く
の
が
、
と
て
も
た

の
し
み
で
し
た
。
そ
れ
は
、
も
ぐ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

も
ぐ
っ
て
目
を
あ
け
る
と
、
水
い

ろ
で
す
ご
く
き
れ
い
で
し
た
。
も

ぐ
っ
た
と
き
に
、
プ
ー
ル
の
そ
こ

に
手
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
と

き
は
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
つ

ぎ
は
、
お
よ
げ
る
よ
う
に
な
り
た

い
で
す
。

　

ま
た
、
ら
い
ね
ん
の
夏
、
プ
ー

ル
に
入
る
の
が
、
い
ま
か
ら
楽
し

み
で
す
。

『
思
い
き
り　

走
り
回
っ
て 

た
の
し
い
な
』

３
年　
 
寺  
田 　

て
ら 

だ

 
悠  
人 

ゆ
う 

と

　

新
し
い
体
い
く
館
が
で
き
、
は

じ
め
て
中
に
入
っ
て
、
ま
ず
思
っ

た
こ
と
は
、
前
の
体
い
く
館
よ
り

す
ご
く
広
か
っ
た
こ
と
で
す
。
だ

か
ら
、
思
い
き
り
走
り
回
れ
て
楽

し
い
で
す
。
ぼ
く
は
、
体
い
く
が

大
好
き
で
す
。

３
年　
 
藤  
田 　

あ
り
さ

ふ
じ 

た

　

新
し
い
体
い
く
館
は
、
と
て
も

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
古
い
体

い
く
館
と
ち
が
っ
て
、
ゆ
か
が
す

べ
り
に
く
く
、
走
っ
て
も
こ
ろ
ぶ

人
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
体
い
く
館
を
だ
い
じ
に

使
い
た
い
で
す
。

『
広
々
と
し
た　

き
れ
い
な
校
舎 

ず
っ
と
大
事
に
使
い
た
い
』

　
　
　
　
　

４
年　
 
知  
久 　

ち 

く

 
彩  
花 

あ
や 

か

　

わ
た
し
は
、
最
初
、
新
校
舎
を

見
て
、「
す
ご
い
な
あ
」
と
思
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル

が
と
て
も
広
く
、
床
だ
ん
ぼ
う
が

入
っ
て
い
た
り
、
教
室
の
黒
板
や

か
べ
が
動
い
た
り
し
た
か
ら
で
す
。

　

わ
た
し
が
、
こ
の
新
校
舎
の
中

で
一
番
大
事
に
し
た
い
所
は
、
教

室
で
す
。
そ
れ
は
、
自
分
た
ち
が

一
番
よ
く
使
う
か
ら
、
と
く
に
大

事
に
し
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
と
遊
ん

だ
り
、
勉
強
を
し
た
り
し
て
、
楽

し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

『
こ
ん
な
ス
テ
キ
な
プ
ー
ル
を 

あ
り
が
と
う
』

５
年　
 
根  
岸 　

ね 

ぎ
し

 
里  
菜 

り 

な

　

去
年
は
、
新
し
い
プ
ー
ル
の
工

事
を
し
て
い
た
た
め
、
野
木
二
中

の
プ
ー
ル
を
借
り
て
泳
ぎ
ま
し
た
。

で
も
、
水
泳
練
習
の
日
が
寒
い
日

に
な
り
、
プ
ー
ル
も
深
い
の
で
、

あ
ま
り
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

け
れ
ど
、
今
年
は
、
き
れ
い
な

プ
ー
ル
が
で
き
て
、
楽
し
く
泳
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ク

ロ
ー
ル
で
、　

メ
ー
ト
ル
泳
ぐ
こ

２５

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
て
も
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

来
年
は
、
も
っ
と
長
く
泳
げ
る

よ
う
に
、
し
っ
か
り
練
習
し
た
い

で
す
。

　

す
て
き
な
プ
ー
ル
を
つ
く
っ
て

く
だ
さ
っ
て
、
ほ
ん
と
う
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

『
汗
を
流
し
て　

や
る
気
Ｍ
Ａ
Ｘ 

希
望
を
も
っ
て
』

６
年　
 
川  
島 　

か
わ 
し
ま

 
岳  
己 

た
か 

き

　

新
し
い
体
育
館
に
初
め
て
入
っ

た
時
、
今
ま
で
の
体
育
館
よ
り
も

大
き
い
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

フ
ロ
ア
ー
だ
け
で
は
な
く
、
二
階

や
器
具
庫
な
ど
を
見
た
時
は
、
と

て
も
き
れ
い
な
の
で
、
大
切
に
使

い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

実
際
に
使
っ
て
み
る
と
、
と
て

も
運
動
し
や
す
い
体
育
館
で
す
。

床
が
す
べ
ら
ず
、
素
早
い
動
き
が

で
き
ま
す
。
登
り
綱
も
、
握
り
や

す
か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
新
し
い
体
育
館
で
、
体
力

向
上
を
目
指
し
、
力
い
っ
ぱ
い
運

動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（11）

※『　

』
内
は
、
落
成
式
で
発
表
し
た
、
新
し
い

野
木
小
学
校
に
対
す
る
『
各
学
年
の
思
い
』
で
す
。

素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
生
活
で
き
る
私
た
ち
は
、

と
て
も
幸
せ
で
す
。



お知らせ
Inform

ation

火
は
見
て
る 

あ
な
た
が
離
れ
る そ

の
時
を

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
火
災
予
防
思
想
の

一
層
の
普
及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災

の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
等
を
中

心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
、

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。

期　

間

　
　

月
９
日（
金
）〜　

日（
木
）

１１

１５

　

期
間
中
、
消
防
署
職
員
が
一
般
住

宅
を
訪
問
し
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し
防

火
を
呼
び
か
け
ま
す
。
そ
の
際
、
火

災
予
防
に
関
す
る
相
談
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
消
防
車
両
に
よ
る
巡
回
、

事
業
所
に
対
す
る
特
別
査
察
な
ど
様

々
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

火
災
に
よ
る
死
者
の
状
況
は
、
全

国
的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
火
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
防
火
ポ
ス
タ
ー
展

　

野
木
町
、
小
山
市
の
小
学
５
年
生

と
中
学
２
年
生
か
ら
募
集
し
た
防
火

ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
ま
す
。

�
ま
ち
か
ど
美
術
館
（
小
山
市
役
所

　

東
側
メ
ゾ
ン
タ
カ
キ
ュ
ー
）

　
�
　

月
６
日（
火
）〜　

日（
日
）

１１

１１

�
キ
ン
カ
堂
小
山
店
１
階
西
側
入
口

　
�
　

月　

日（
月
）〜　

日（
日
）

１１

１２

１８

■
小
山
市
消
防
フ
ェ
ア
ー
２
０
０
７

　

消
防
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日　

時

　
　

月　

日（
日
）　

午
前
９
時
〜

１１

１８

場　

所
石
ノ
上
河
川
広
場（
県
南
体
育
館

西
側
）

問
小
山
市
消
防
本
部

　
　
　
�
０
２
８
５（　

）３
１
５
３

２１

火
災
予
防
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

日　

時

　
　

月
９
日（
金
）〜　

日（
木
）

１１

１５

　

午
後
７
時

　
（
秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
）

鳴
ら
す
方
法

　
　

秒
鳴
ら
し
、
６
秒
停
止
を
３
回

１５

　

繰
り
返
し
ま
す
。

そ
の
他

　

期
間
中
近
隣
市
町
で
も
サ
イ
レ
ン

　

を
鳴
ら
し
ま
す
。

問
町
環
境
交
通
課�
（　

）４
１
３
２

５７

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習
会

日　

時　
　

月　

日（
土
）

１２

１５

　
　
　
　

午
前
９
時
〜

場　

所　

道
の
駅
思
川
・
評
定
館　
　

　
　
　
　
（
小
山
市
下
国
府
塚　

‐
１
）

２５

定　

員　

先
着　

名
５０

申
込
期
間　
　

月　

日
〜　

日

１１

１５

３０

受
講
無
料

※
活
動
し
や
す
い
服
装
で

問
小
山
市
消
防
署

　
　
　
�
０
２
８
５（　

）３
１
６
２

２１

　

野
木
分
署　
　
�
（　

）１
１
１
９

５７

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会 

参
加
者
募
集

　

道
路
走
行
で
の
実
車
教
習
や
講
義

を
通
じ
て
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
基
本
操

作
や
そ
の
効
果
を
体
験
し
よ
う
。

日　

時

　
　

月　

日（
土
）

１１

１７

　

午
前　

時
〜
午
後
４
時　

分

１０

３０

場　

所

　

さ
く
ら
市
氏
家
公
民
館

　

及
び
周
辺
道
路

対　

象
栃
木
県
民（
普
通
自
動
車
運
転
免

許
を
お
持
ち
の
方
）

募
集
人
数　

先
着　

名
３０

申
込
期
限　
　

月
９
日

１１

参
加
無
料

問
県
環
境
森
林
政
策
課

　
　
�
０
２
８（
６
２
３
）３
１
８
４

　
　
�
０
２
８（
６
２
３
）３
２
６
０

　
�
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お知らせ

犬
好
き
集
ま
れ
！ 

犬
と
遊
ぼ
う
！ 

犬
と
学
ぼ
う
！

町
ド
ッ
グ
フ
ェ
ス
タ　
  ０７

〜
犬
の
健
康
相
談
・
し
つ
け
教
室
〜

　

犬
の
飼
い
方
の
マ
ナ
ー
向
上
と
愛

犬
へ
の
理
解
を
深
め
る
一
環
と
し
て

「
ド
ッ
グ
フ
ェ
ス
タ　

〜
犬
の
健
康

０７

相
談
・
し
つ
け
教
室
〜
」
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
獣
医
師
に
よ
る
健
康
相

談
、
プ
ロ
に
よ
る
し
つ
け
教
室
を
は

じ
め
、
多
数
の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
秋
空
の
下
、
愛
犬
と
一

緒
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時

　
　

月　

日（
土
）

１１

１０

　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

場　

所　

町
役
場
駐
車
場

内　

容

�
獣
医
師
に
よ
る
愛
犬
健
康
相
談

�
プ
ロ
に
よ
る
実
践
演
習
し
つ
け
方

　

教
室

�
狂
犬
病
予
防
パ
ネ
ル
展
示

�
わ
ん
わ
ん
ク
イ
ズ（
全
問
正
解
者

に
は
抽
選
で
豪
華�
賞
品�
）

�
愛
犬
と
一
緒
に
歩
こ
う�

�
記
念
品
配
布　

な
ど

犬
を
飼
う
と
き
は 

相
手
の
気
持
ち
に
な
っ
て

　

こ
れ
は
、
犬
を
飼
う
上
だ
け
で
な

く
、
す
べ
て
の
こ
と
に
共
通
し
て
言

え
る
こ
と
で
す
。
昨
今
、
物
質
の
豊

か
さ
と
は
裏
腹
に
、
精
神
的
な
希
薄

さ
が
嘆
か
れ
て
い
ま
す
。
犬
の
フ
ン

の
放
置
や
、
犬
の
ほ
え
る
声
が
う
る

さ
い
な
ど
の
苦
情
が
町
に
も
多
数
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
誰
も
見
て
い
な

い
か
ら
イ
イ
や�
自
分
だ
け
で
は
な

い
か
ら
イ
イ
や�
」
と
い
う
考
え
方

は
や
め
て
、
み
ん
な
が
仲
良
く
健
や

か
に
暮
し
て
い
け
る
よ
う
、
犬
の
飼

い
方
の
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
よ
り
良
い

野
木
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
町
環
境
交
通
課�
（　

）４
１
３
１

５７

家
庭
菜
園
な
ど
に 

堆
肥
の
ご
利
用
を

　

町
資
源
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
民

の
方
々
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
を

堆
肥
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。

そ
の
堆
肥
を
皆
さ
ん
に
無
料
で
１
人

　

袋
ま
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
必
要

１０な
方
は
、
袋
を
持
参
し
、
セ
ン
タ
ー

で
各
自
袋
詰
め
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
小
山
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
製
造
さ
れ
る
肥
料（�
す
く

す
く
君�
　
�
／
袋
）は
、
毎
月
初

１５

旬
に
町
資
源
化
セ
ン
タ
ー
で
１
人
２

袋
ま
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

問
町
環
境
交
通
課�
（　

）４
１
３
１

５７

小
山
中
央
清
掃
セ
ン
タ
ー
よ
り

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
日
及
び
毎

月
第
２
・
第
４
土
曜
日
に
町
民
の
粗

大
ご
み
等
の
直
接
搬
入
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
が
、　

月　

日（
日
）に
開

１１

１１

催
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
準
備
の

た
め
、　

月　

日（
第
２
土
曜
日
）は

１１

１０

収
集
許
可
車
以
外
の
搬
入（
町
民
の

粗
大
ご
み
・
一
時
多
量
ご
み
）が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
代
替
日
は

次
の
と
お
り
で
す
。

通
常
開
場
日

　
　

月　

日（
第
２
土
曜
日
）

１１

１０

　
　
　
　

・
・
・
搬
入
で
き
ま
せ
ん

代
替
日

　
　

月　

日（
第
３
土
曜
日
）

１１

１７

　
　
　
　

・
・
・
搬
入
で
き
ま
す

問
小
山
中
央
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
　
�
０
２
８
５（　

）３
１
９
４

２４
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お知らせ

こ
の
社
会
あ
な
た
の
税
が
い
き
て
い
る

税
を
考
え
る
週
間 

　

／　
（
日
）〜　
（
土
）

１１

１１

１７

　

広
く
国
民
の
皆
様
に
、
よ
り
能
動

的
に
税
の
仕
組
み
や
目
的
な
ど
を
考

え
、
国
の
基
本
と
な
る
税
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
週

間
で
す
。

■
税
の
よ
ろ
ず
相
談

　

税
金
に
つ
い
て
の
相
談
に
税
理
士

会
栃
木
支
部
の
先
生
方
が
分
か
り
や

す
く
お
答
え
し
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
月
）

１１

１２

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

場　

所

　

小
山
駅
前
「
ロ
ブ
レ
ビ
ル
６
階
生

　

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」

相
談
無
料

■
税
の
標
語
展
・
ポ
ス
タ
ー
展

期　

間

　
　

月　

日（
土
）〜　

日（
日
）

１１

１０

１８

場　

所

　

小
山
駅
前
「
ロ
ブ
レ
ビ
ル
６
階
連

　

絡
口
」

■
税
の
標
語
展

期　

間

　
　

月　

日（
土
）〜　

日（
日
）

１１

１０

１８

場　

所

　

福
田
屋
百
貨
店
栃
木
店
３
階
サ
ー

　

ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
前

問
栃
木
税
務
署

　
　
　
�
０
２
８
２（　

）０
８
８
５

２２

源
泉
徴
収
義
務
者
対
象 

　

年
分
年
末
調
整
説
明
会

１９日　

時　
　

月　

日（
水
）

１１

２１

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時　

分
４５

場　

所　

小
山
市
文
化
セ
ン
タ
ー

※「
年
末
調
整
の
し
か
た
」、「
法
定
調

書
の
作
成
と
提
出
の
手
引
」
を
持
参

く
だ
さ
い
。

問
栃
木
税
務
署

　
　
　
�
０
２
８
２（　

）１
８
５
１

２２

「
所
得
申
告
参
考
資
料
」
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料

（
普
通
徴
収
分
）の
納
税
義
務
者
等
で
、

口
座
振
替
の
方
に
つ
い
て
は
、
来
年

１
月
末
頃
「
口
座
振
替
領
収
済
通
知

書
」
を
郵
送
す
る
予
定
で
す
が
、
年

末
調
整
等
で
事
前
に
必
要
な
方
は
町

税
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
来
庁
の
際
は
納
税
通
知
書
及
び
身

分
を
証
明
す
る
も
の（
運
転
免
許
証
、

保
険
証
等
）を
持
参
く
だ
さ
い
。

問
町
税
務
課　
　
�
（　

）４
１
２
１

５７

家
屋
を
建
て
た
ら
連
絡
を

　

家
屋（
住
宅
・
店
舗
・
工
場
・
倉
庫
・

車
庫
・
物
置
等
）を
新
築
又
は
増
築

し
た
方
で
、
ま
だ
町
税
務
課
の
家
屋

調
査
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
日
程
を
調
整
の
上
、

調
査
に
伺
い
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
が
遅
れ
ま
す
と
、
固

定
資
産
税
の
課
税
が
さ
か
の
ぼ
っ
た

り
、
評
価
証
明
の
発
行
が
遅
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
町
税
務
課　
　
�
（　

）４
１
２
３

５７

２
０
０
７
「
出
会
い
の
場
」

　

栃
木

IN
　

活
力
あ
る
企
業
と
、
求
職
者
の
皆

さ
ん
を
応
援
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

期　

日　
　

月　

日（
木
）

１１

２２

会　

場

　

マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ

　
（
宇
都
宮
市
元
今
泉
１
‐
６
‐　

）
３７

内　

容

�
就
職
面
接
会

　

仕
事
を
お
探
し
の
方（
学
生
除
く
）

　

は
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
企

　

業
は　

社
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

７５

�
当
日
参
加
企
業
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
コ
ー

　

ナ
ー

�
若
者
の
就
職
支
援
相
談
コ
ー
ナ
ー

�
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
就
職
支
援

　

相
談
コ
ー
ナ
ー

�
パ
ソ
コ
ン
診
断
に
よ
る
職
業
興
味

　

検
査
コ
ー
ナ
ー

問
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発

　

機
構
栃
木
セ
ン
タ
ー

　
　
�
０
２
８（
６
１
６
）１
１
２
９
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Inform
ation

※
町
・
県
民
税
に
お
け
る
「
住
宅
借
入

金
等
特
別
税
額
控
除（
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
）」
及
び
「
税
源
委
譲
時
の
年
度
間

の
所
得
変
動
に
係
る
減
額
措
置
」
に
つ

い
て
は
、
手
続
き
等
の
要
領
に
、
未
定

の
部
分
が
あ
る
た
め
、
掲
載
予
定
は　
１２

月
号
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
町
税
務
課　
　
　
�
（　

）４
１
２
２

５７



お知らせ

国
民
年
金
よ
り

保
険
料
領
収
書
は
大
切
に

　

１
月
か
ら　

月
ま
で
に
納
付
し
た

１２

保
険
料
の
領
収
書
は
、
勤
務
先
で
の

年
末
調
整
や
所
得
申
告
の
際
に
必
要

と
な
り
ま
す
。
大
切
に
保
管
し
、
勤

務
先
又
は
申
告
時
に
提
示
さ
れ
る
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
９
月　

日
ま
で
に
納
付
さ

３０

れ
た
分
に
つ
い
て
は
、　

月
上
旬
頃

１１

「
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
」
が
送

付
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
栃
木
社
会
保
険
事
務
所

�
０
２
８
２（　

）６
０
７
４

２２

　

町
保
健
年
金
課�
（　

）４
１
３
７

５７

年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
届
出
は
?

　

毎
年
誕
生
月
に
返
送
し
て
い
る
現

況
届（
住
民
票
コ
ー
ド
を
登
録
し
確

認
で
き
る
受
給
権
者
を
除
く
）の
ほ

か
に
氏
名
、
住
所
、
受
取
先
金
融
機

関
等
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
、
必

ず
変
更
届
を
し
て
く
だ
さ
い
。
忘
れ

て
し
ま
う
と
、
大
切
な
年
金
の
通
知

が
届
か
な
い
ば
か
り
か
、
年
金
が
一

時
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

ま
た
、
受
け
ら
れ
て
い
る
方
が
亡

く
な
ら
れ
た
場
合
、
死
亡
届
等
の
届

出
や
遺
族
年
金
に
該
当
す
る
場
合
に

は
、
そ
の
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
状
況
に
応
じ
て
必
要
な

書
類
を
そ
ろ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
町
保
健
年
金
課�
（　

）４
１
３
７

５７

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、「
国
の

教
育
ロ
ー
ン
」
を
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
教
育
の
た
め
に
必
要

な
資
金
を
融
資
す
る
公
的
な
制
度
で
、

入
学
時
や
在
学
中
の
費
用
と
し
て
幅

広
く
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
で
き
る
方

高
校
、
大
学
な
ど
の
対
象
と
な
る

学
校
に
入
学
・
在
学
さ
れ
る
方
の

保
護
者
で
、
年
間
収
入
が
９
９
０

万
円（
事
業
所
得
者
は
７
７
０
万

円
）以
内
の
方

融
資
額

　

学
生
・
生
徒
１
人
に
つ
き
２
０
０

　

万
円
以
内

返
済
期
間

　

年
以
内（
交
通
遺
児
家
庭
又
は

１０母
子
家
庭
は　

年
以
内
）

１１

元
金
据
置
期
間

在
学
期
間
以
内（
返
済
期
間
に
含

ま
れ
ま
す
）

使
い
み
ち

・
学
校
納
付
金（
入
学
金
、
授
業
料

な
ど
）

・
受
験
費
用（
受
験
料
、交
通
費
、宿

泊
費
な
ど
）

・
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
金
、

　

家
賃
な
ど

・
教
科
書
代
、
学
用
品
費
、
パ
ソ
コ

　

ン
購
入
費
、
通
学
費
、
国
民
年
金

　

保
険
料
な
ど

※
１
年
間
分
の
費
用
が
融
資
対
象

利　

率（　

年
６
月　

日
現
在
）

１９

１３

　

年
２
・
５
０
％（
固
定
金
利
）

返
済
方
法

元
利
均
等
毎
月
払（
ボ
ー
ナ
ス
月

増
額
返
済
、
ス
テ
ッ
プ
返
済
も
可
）

保　

証

　
�
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金

　

又
は
連
帯
保
証
人
１
名
以
上

問
国
民
生
活
金
融
公
庫
宇
都
宮
支
店

　
　
�
０
２
８（
６
３
４
）７
１
４
２

国
分
寺
養
護
学
校 

「
こ
く
よ
う
祭
」

日　

時　
　

月　

日（
土
）

１１

１０

　
　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時

３０

会　

場　

国
分
寺
養
護
学
校

　
　
　
　
（
下
野
市
柴
６
‐
２
）

内　

容
小
学
部
・
中
学
部
・
高
等
部
・
訪

問
教
育
学
級
に
よ
る
学
習
成
果
発

表（
演
技
発
表
、
作
業
製
品
販
売
、

模
擬
店
、
作
品
展
な
ど
）

問
県
立
国
分
寺
養
護
学
校

　
　
　
�
0
2
8
5（　

）５
１
２
１

４４

（15）

備　考提出書類こんなとき

ハガキ返送年金受給権者現況届誕生月がきた

町年金係備えのハガキ年金受給権者氏名変更届氏名を変えた

町年金係備えのハガキ年金受給権者住所変更届住所を変えた

町年金係備えのハガキ年金受給権者支払機関変更届年金の受け取り先を変えた

町年金係・社会保険事務所年金受給権者死亡届年金を受けている人が亡くなった

町年金係備えのハガキ年金証書再交付申請書年金証書をなくした

※14日以内に必ず届出してください



お知らせ

平
成　

年
成
人
式

２０

　

成
人
式
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時

　

１
月　

日（
日
）　

午
前　

時
〜

１３

１０

　
（
受
付
午
前
９
時　

分
〜
）

２０

場　

所　

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

内　

容　

式
典
・
記
念
写
真
撮
影
等

対　

象

　

昭
和　

年
４
月
２
日
〜
昭
和　

年

６２

６３

　

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
町
在
住
者
、

　

本
町
出
身
者

※
案
内
状
は
、　

月
上
旬
に
は
届
く

１２

よ
う
に
発
送
し
ま
す
。

※
現
在
町
外
に
住
所
を
移
さ
れ
た
方

が
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、　
１２

月
３
日
ま
で
に
連
絡
く
だ
さ
い
。
申

し
出
が
遅
れ
て
も
、
参
加
は
で
き
ま

す
。

問
町
生
涯
学
習
課�
（　

）４
１
８
８

５７

健
康
体
操
教
室

　

か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
は
、
健
康

づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
持
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
教
室
で
は
自
宅
で
コ
ツ

コ
ツ
続
け
ら
れ
る
運
動
を
行
い
ま
す
。

対　

象

　

今
年
４
月
か
ら
９
月
に
町
の
生
活

　

習
慣
病
健
診
を
受
け
ら
れ
た
方
で
、

　

医
師
か
ら
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い

　

な
い
方　
　

名
３０

内　

容

　

自
宅
で
コ
ツ
コ
ツ
続
け
ら
れ
る
運

　

動
を
講
話
と
実
技
で
学
び
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
水
）

１１

２８

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

会　

場　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
期
間　
　

月　

日
〜　

日

１１

１２

２１

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

問
町
健
康
福
祉
課�
（　

）４
１
７
１

５７

骨
粗
し
ょ
う
症
に
ご
注
意
を

　

私
た
ち
の
骨
量
は
加
齢
と
と
も
に

減
り
始
め
、
特
に
女
性
は
年
齢
に
よ

り
減
り
方
が
大
き
い
時
期
が
あ
り
ま

す
。
早
期
に
生
活
習
慣
を
見
直
し
、

骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
す
る
た
め
に

も
ご
自
分
の
骨
の
健
康
状
態
を
測
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

検
診
日　

１
月
８
日（
火
）

受　

付　

午
前
８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１０

３０

会　

場　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

①
問
診

　
　
　
　

②
超
音
波
検
査

検
診
料　

全
額
町
負
担

対　

象　

町
在
住　

歳
以
上
の
女
性

３０

※
今
ま
で
の
骨
密
度
検
診
で
「
要
医

療
」
と
な
り
受
診
さ
れ
た
方
、
現
在

病
院
で
経
過
観
察
中
の
方
は
継
続
し

て
病
院
を
受
診
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

※
節
目
年
齢
で
の
検
診
を
お
勧
め
し

ま
す
。

定　

員　

１
０
０
名

申
込
期
間

　
　

月　

日
〜

１１

１３

　
（
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

問
町
健
康
福
祉
課�
（　

）４
１
７
１

５７

高
齢
者
の
雇
用
・
就
職
支
援
シ
ニ
ア 

ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
地
域
事
業

建
物
内
装
講
習

日　

時

　
　

月　

日（
月
）〜　

日（
金
）

１２

１０

１４

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

対　

象

　
　

歳
代
を
中
心
と
す
る
働
く
意
欲

６０

　

の
あ
る
栃
木
県
内
在
住
者

定　

員　

　
　

人（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

２０
受
講
無
料

場　

所

　

野
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

※
最
終
日
に
修
了
証
書
の
交
付
及
び

合
同
面
接
会
、
進
路
相
談
会
を
行
い

ま
す
。

※
申
し
込
み
は
、
来
所
の
上
、
申
込

用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
雇
用
・
就
業
を
め
ざ
す
講
習
会
の

た
め
、
趣
味
や
教
養
の
た
め
の
受
講

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
変
更
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

連
合
会

　
　
�
０
２
８（
６
２
７
）１
１
７
９

　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
�
０
２
８
０（　

）２
１
３
７

５６

（16）

Inform
ation

内　容日　程

開講式�オリエンテーション
建物内装技術�クロス貼りの概要

１日目

クロス貼り実習２日目

クロス貼り実習�襖張替えの概要３日目

襖張替え実習�障子張替えの概要４日目

障子張替え実習�進路相談�アンケート調査
まとめ�閉講式

５日目



お知らせ

新
橋
児
童
館
の
イ
ベ
ン
ト

①
折
り
紙
教
室

　

町
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
を
つ
く
ろ
う

期　

日　
　

月
２
日（
金
）

１１

申
込
不
要

②
将
棋
道
場
で
遊
ぼ
う

　

名
人
に
将
棋
を
教
え
て
も
ら
お
う

期　

日　
　

月
９
日（
金
）　

下
校
後

１１

対　

象　

小
学
生
以
上　
　

名
３０

申
込
方
法　

児
童
館
へ（
電
話
可
）

③
す
こ
や
か
栄
養
教
室

　

栄
養
士
さ
ん
が
離
乳
食
や
お
や
つ

に
つ
い
て
教
え
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
火
）

１１

１３

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象

　

幼
児
を
持
つ
お
母
さ
ん　
　

名
２０

申
込
方
法　

児
童
館
へ（
電
話
可
）

※
お
子
さ
ん
連
れ
の
参
加
も
可

④
し
ゃ
べ
り
場

　

育
児
中
の
お
母
さ
ん
方
の
情
報
交

換
と
ス
ト
レ
ス
解
消
の
場

日　

時　
　

月　

日（
火
）

１１

２７

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

対　

象　

幼
児
を
持
つ
お
母
さ
ん

申
込
不
要

⑤
童
謡
付
読
み
聞
か
せ

　

音
楽
・
手
遊
び
・
踊
り
あ
り
の
楽

し
い
１
時
間

日　

時　
　

月　

日（
金
）

１１

３０

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

幼
児
と
保
護
者

申
込
不
要

⑥
幼
児
ク
ラ
ブ

日　

時　

毎
週
水
・
木
曜
日

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

　

気
軽
に
遊
び
に
来
て
ね

⑦
楽
し
い
ク
ッ
キ
ン
グ

　

み
ん
な
で
楽
し
く
お
好
み
焼
き
を

つ
く
ろ
う

日　

時　
　

月　

日（
土
）

１１

１７

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

対　

象　

小
学
生
以
上

参
加
料　

１
０
０
円

申
込
方
法

　
　

月　

日
ま
で
に
参
加
料
を
添
え

１１

１０

　

児
童
館
へ（
電
話
不
可
）

※
①
〜
⑥
ま
で
参
加
無
料

問
新
橋
児
童
館　
�
（　

）９
１
５
５

５７

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

の
イ
ベ
ン
ト

①
楽
し
い
ク
ッ
キ
ン
グ

　

パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
作
り
に
挑
戦

日　

時　
　

月　

日（
土
）

１１

１０

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

対　

象　

小
学
生　
　

名
２０

参
加
料　

１
０
０
円

申
込
方
法

　
　

月
１
日
〜
８
日
ま
で
に
参
加
料

１１

　

を
添
え
セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
不
可
）

②
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　

打
ち
合
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
ろ

う日　

時　
　

月　

日
、　

月
１
日
、

１１

１７

１２

　
　
　
　
　

日（
土
）　
　

全
３
回

１５

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

小
学
生
以
上
の
親
子　

組
１０

　
　
　
　
（　

名
）

２０

※
子
ど
も
だ
け
の
参
加
も
可

参
加
無
料

申
込
方
法

　
　

月
５
日
〜　

日
ま
で
に
セ
ン
タ

１１

１２

　

ー
へ（
電
話
可
）

※
ラ
ケ
ッ
ト
・
シ
ャ
ト
ル
は
貸
し
出

し
ま
す
。
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
と
タ
オ

ル
は
持
参
く
だ
さ
い
。

③
応
急
手
当
講
習
会

　

誤
飲
・
や
け
ど
・
急
な
発
熱
・
腹

痛
な
ど
の
応
急
手
当
の
仕
方
を
教
え

ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
水
）

１１

２１

　
　
　
　
　
　
　

日（
木
）

２２

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

対　

象　

子
育
て
中
の
保
護
者

申
込
不
要

※
お
子
さ
ん
連
れ
の
参
加
も
可

問
あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
�
（　

）１
４
４
０

５４

無
料
調
停
相
談
会

　

小
山
調
停
協
会
で
は
次
の
と
お
り

調
停
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　
　

月
９
日（
金
）

１１

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

場　

所　

小
山
市
役
所
分
庁
舎

相
談
内
容

　

金
銭
、
土
地
建
物
、
交
通
事
故
そ

　

の
他
民
事
に
関
す
る
事
項

秘
密
厳
守

問
小
山
調
停
協
会（
小
山
簡
易
裁
判
所
内
）

　
　
　
�
０
２
８
５（　

）０
５
３
６

２２

（17）



お知らせ

町
施
設
振
興
事
業
団 

嘱
託
職
員
募
集

職　

種　

嘱
託
職
員

　
　
　
　
（
施
設
舞
台
管
理
全
般
）

人　

数　

１
名

受
験
資
格　

平
成　

年
１
月
４
日
現

２０

　
　
　
　
　

在
で
、　

歳
以
下
の
方

４５

試
験
日
時　
　

月
８
日（
土
）

１２

　
　
　
　
　

午
前　

時
〜

１０

試
験
会
場　

野
木
町
文
化
会
館

　
　
　
　
　
（
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
）

試
験
方
法　

作
文
、
面
接

申
込
受
付　
　

月
７
日
〜　

日

１１

２１

�
来
館
→
火
曜
日
を
除
く

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

�
郵
送
→　

月　

日
必
着

１１

２１

提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
添
付
）

※
提
出
後
、
試
験
案
内
を
通
知

採
用
予
定　
　

年
１
月
４
日

２０

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�
野
木
町
施
設
振
興
事
業
団

　
　
　
　
　
　
　
�
（　

）２
０
０
０

５７

　

〒
３
２
９
‐
０
１
０
１

　

野
木
町
友
沼
１
８
１

　

野
木
町
文
化
会
館
内

小
山
地
区
広
域
市
町
村
圏
交
流 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

野
木
町
・
小
山
市
・
下
野
市
の
２

市
１
町
で
構
成
す
る
「
小
山
地
区
広

域
市
町
村
圏
」
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
地
域
の
親
睦
や
圏
域
の
交
流
を

深
め
る
た
め
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　
　

月
２
日（
日
）

１２

　
　
　
　

午
前
８
時　

分
〜

３０

場　

所　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
下
野
市
大
松
山
１
‐
７
‐
１
）

種　

目

�
男
女
混
合
の
部（
男
女
各
２
〜
４
名
）

�
女
子
の
部（
女
性
４
〜
８
名
）

※
い
ず
れ
も
年
齢
制
限
な
し

参
加
料　

１
チ
ー
ム
５
０
０
円

　
　
　
　
（
当
日
、
受
付
に
て
）

申
込
方
法

　

所
定
の
参
加
申
込
書
に
記
入
し
、

　

町
企
画
財
政
課
へ

※
申
込
用
紙
は
、
町
企
画
財
政
課
配

布
又
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　
　

月　

日
必
着

１１

１５

問
町
企
画
財
政
課�
（　

）４
１
１
６

５７

　
　
　
　
　
　
　
�
（　

）４
１
９
０

５７

　
�

国
際
交
流
協
会
よ
り

「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
は
海
外
で
暮
ら

し
た
い
…
海
外
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
へ
の

第
一
歩
、
言
葉
の
学
習
」

　

観
光
旅
行
と
は
違
い
、
長
期
で
滞

在
し
て
、
そ
の
国
・
地
域
を
ど
っ
ぷ

り
肌
で
感
じ
楽
し
み
た
い
と
お
考
え

の
あ
な
た
、
そ
の
国
・
地
域
の
言
葉

で
挨
拶
が
で
き
る
だ
け
で
も
、
現
地

の
人
と
の
距
離
が
ぐ
っ
と
近
く
な
り

ま
す
。

　

英
会
話
初
心
者
を
対
象
に
、
基
本

的
な
言
葉
・
文
化
・
生
活
習
慣
を
勉

強
し
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日
、　

日
、　

日
、

１１

１４

２１

２８

　
　
　
　
　

月
５
日（
水
）　

全
４
回

１２

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時　

分
３０

場　

所　

町
公
民
館

講　

師　

外
国
人
講
師
予
定

対　

象　

町
在
住
在
勤
者

定　

員　

先
着　

名
１０

参
加
料　

５
０
０
円（
開
催
日
当
日
）

申
込
期
間　
　

月
５
日
〜　

日

１１

１３

　
　
　
　
　
（
土
・
日
曜
除
く
）

問
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
町
総
務
課
内
）�
（　

）４
１
１
１

５７

　
　
　
　
　
　
　
�
（　

）４
１
９
０

５７

　
�

ご
存
知
で
す
か
？
検
察
審
査
会

　

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害
に

あ
っ
て
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た

が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
判
に

か
け
て
く
れ
な
い
。
こ
ん
な
不
満
を

お
持
ち
の
方
は
、
検
察
審
査
会
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
や
申
立
て
の

費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
し
、
秘
密
も

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、　

人
の
審
査

１１

員
が
、
検
察
官
の
行
っ
た
不
起
訴
処

分（
刑
事
裁
判
に
か
け
な
い
処
分
）の

よ
し
あ
し
に
つ
い
て
審
査
し
ま
す
。

審
査
員
は
、
選
挙
権
を
持
っ
て
い
る

皆
さ
ん
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
栃
木
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　
　
�
０
２
８
２（　

）０
２
２
５

２３

情
報
公
開
請
求
状
況

問
町
総
務
課　
　
�
（　

）４
１
１
４

５７
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soum
u@
tow
n.nogi.tochigi.jp

kikakuzaisei@
tow
n.nogi.

tochigi.jp

４月～９月の 
情報公開請求状況

１件
（処理中)

請求の件数

０件公開の件数

０件部分公開の件数

０件（うち不服申立ての件数）

０件非公開の件数

０件（うち不服申立ての件数）

０件不服申立ての件数

※情報公開制度については、
　町ホームページで



お知らせ

食
卓
に
お
い
し
い
手
作
り
味
噌
を 

み
そ
づ
く
り
講
習
会

　

町
内
で
生
産
さ
れ
た
大
豆
・
米
を

利
用
し
て
、
じ
っ
く
り
熟
成
さ
せ
、

翌
年
に
は
お
い
し
い
手
作
り
味
噌
が

ご
賞
味
い
た
だ
け
ま
す
。

日　

時

　
　

月　

日（
水
）　

日（
木
）　

日（
金
）

１２

１２

１３

１４

　

午
前
９
時
〜

※
下
準
備　

日（
火
）　

午
後
３
時
〜

１１

場　

所　

町
農
産
物
加
工
施
設

対　

象　

町
在
住
者

定　

員　

先
着　

名
１０

参
加
費　

５
０
０
０
円

持
参
す
る
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
長
靴（
洗

っ
た
も
の
）

主　

催　

町
・
Ｊ
Ａ
小
山
野
木
支
店

申
込
期
間　
　

月　

日
〜　

日

１１

１９

２２

申
込
方
法　

参
加
費
を
添
え
町
産
業

課
へ

※
申
込
時
に
詳
し
い
案
内
を
配
布

問
町
産
業
課　
　
�
（　

）４
１
５
１

５７

県
南
市
場
ま
つ
り（
感
謝
市
）

　

県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場
は
、
県

南
住
民
の
食
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
生
鮮
食
料
品
流
通
の
拠
点
市

場
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
日
頃
の
利
用
に
感
謝
し

「
市
場
ま
つ
り（
感
謝
市
）」
を
開
催

し
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
日
）

１１

２５

　
　
　
　

午
前
７
時
〜
午
後
１
時

場　

所　

県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

　
　
　
　

小
山
市
下
河
原
田
９
５
４

　
　
　
　
（
国
道　

号
線
沿
い
）

５０

内　

容

�
青
果
物
・
水
産
物
・
生
花
・
関
連

　

商
品
の
展
示
販
売

�
さ
ん
ま
・
風
船
・
ポ
ン
菓
子
の
無

　

料
配
布

�
県
南
市
場
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

　

で
の
処
理
品
の
無
料
配
布

�
生
ま
ぐ
ろ
の
解
体
・
模
擬
せ
り

�
生
ま
ぐ
ろ
の
目
方
当
て
ク
イ
ズ
、

　

り
ん
ご
の
皮
む
き
長
さ
比
べ
競
争

�
和
太
鼓
の
演
奏
、
輪
投
げ
遊
び

�
か
に
汁
・
焼
き
そ
ば
・
イ
カ
ポ
ッ

　

ポ
焼
き
な
ど
の
各
種
売
店
な
ど

問
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

　
　
　
�
０
２
８
５（　

）３
３
３
０

３８

小
山
労
政
事
務
所
よ
り

労
働
相
談

　

解
雇
、
賃
金
、
労
働
時
間
、
退
職

金
な
ど
の
困
り
ご
と
や
疑
問
な
ど
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
相

談（
電
話
で
も
可
）く
だ
さ
い
。
秘
密

厳
守
で
、
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

相
談
時
間

　

月
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

３０

　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

場　

所

　

小
山
労
政
事
務
所

　
（
小
山
市
犬
塚
３
‐
１
‐
１

　
　
　
　
　
　

県
小
山
庁
舎
３
階
）

�
　
�
　
�

職
業
相
談

　

新
規
学
卒
者
や
未
就
職
卒
業
者
を

含
む
若
年
者
や
中
高
年
離
職
者
等
の

就
職
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
毎
月

１
回
専
門
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
職
業
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

日　

時　

毎
月
第
２
木
曜
日

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

相
談
方
法

　

個
別
面
談
方
式
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

問
小
山
労
政
事
務
所

　
　
　
�
０
２
８
５（　

）４
０
３
２

２２

　

月
は
過
重
労
働
・
賃
金
不
払

１１残
業
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間

　

過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
に
つ

い
て
は
、
そ
の
防
止
の
た
め
に
労
働

者
の
健
康
管
理
に
係
る
措
置
を
徹
底

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
賃
金
不
払
残
業（
サ
ー
ビ

ス
残
業
）は
、
労
働
基
準
法
違
反
に

な
り
ま
す
。
そ
の
解
消
を
図
る
こ
と

は
大
変
重
要
で
す
。

　

栃
木
労
働
局
で
は　

月
を
キ
ャ
ン

１１

ペ
ー
ン
月
間
と
し
、
期
間
中
の　

日
２３

（
勤
労
感
謝
の
日
）に
、
無
料
電
話
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
金
、
祝
日
）

１１

２３

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
�
０
１
２
０
‐
８
９
７
‐
２
８
３

問
栃
木
労
働
局

　
　
�
０
２
８（
６
３
４
）９
１
１
５
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お知らせ

学
校
教
育
祭

　

今
年
も
学
校
教
育
の
祭
典
、
学
校

教
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
内
容
は
、

小
中
学
校
児
童
生
徒
の
作
品
等
の
展

覧
会
と
教
育
講
演
会
で
す
。

　

展
覧
会
で
は
、
各
学
校
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
の
展
示
と
今
年
か
ら
理
科

展
覧
会
も
同
時
に
開
催
さ
れ
、
子
ど

も
た
ち
の
学
校
で
の
成
果
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

講
演
会
で
は
、
医
学
博
士
の
海
原

純
子
さ
ん
を
招
い
て
、
ス
ト
レ
ス
時

代
に
ど
う
対
応
し
て
い
け
ば
良
い
の

か
を
、
心
療
内
科
医
と
し
て
の
関
わ

り
を
も
と
に
講
演
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

展
覧
会

　

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル　

小
ホ
ー
ル

　
�
　

月　

日（
土
）、　

日（
日
）

１１

１７

１８

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
�
　

日（
月
）

１９

　
　

午
後
１
時
〜
２
時　

分
２０

理
科
展
覧
会

　

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル　

小
ホ
ー
ル
前

　
（
展
示
期
間
は
展
覧
会
と
同
じ
）

講
演
会

　

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル　

大
ホ
ー
ル

　
�
　

月　

日（
月
）

１１

１９

　
　

午
後
２
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

　
　
（
午
後
２
時
開
場
）

講　

師

　

白�
大
学
教
授
・
医
学
博
士

 
海  
原 　

う
み 
は
ら

 
純  
子 
先
生

じ
ゅ
ん 

こ

演　

題

　
「
ス
ト
レ
ス
時
代
を
生
き
る
」

入
場
無
料

主　

催　

町
教
育
委
員
会

　
　
　
　

町
教
育
研
究
会

　
　
　
　

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

問
町
学
校
教
育
課�
（　

）４
１
８
２

５７

ひ
ま
わ
り
の
里
の
ぎ 

第　

回
産
業
祭

３０

　

町
の
産
業
を
一
堂
に
集
め
て
、
町

民
の
方
々
へ
の
紹
介
を
通
し
て
元
気

の
出
る
ま
ち
づ
く
り
及
び
農
業
・
工

業
・
商
業
の
調
和
の
と
れ
た
発
展
に

寄
与
す
る
た
め
「
ひ
ま
わ
り
の
里
の

ぎ
第　

回
産
業
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

３０

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日　

時　
　

月　

日（
日
）

１１

１１

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

会　

場　

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

催
し
物

�
お
た
の
し
み
抽
選
会

�
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー（
苗
木
・

し
い
た
け
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
）

�
子
ど
も
イ
ベ
ン
ト
広
場

�
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会

�
和
太
鼓
演
奏

�
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

�
肥
料（
す
く
す
く
君
）無
償
配
布

�
農
産
物
共
進
会
・
即
売
会

�
も
ち
つ
き
実
演
即
売
会

�
郷
土
手
作
り
食
品
即
売
会

�
ふ
る
さ
と
鍋
コ
ー
ナ
ー

�
日
用
品
等
即
売
会
・
模
擬
店

�
ひ
ま
わ
り
商
品
券
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

�
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

�
工
業
製
品
等
展
示
即
売
会　

他

※
詳
し
く
は
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
町
産
業
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
町
産
業
課
内
）�
（　

）４
１
５
３

５７

労
災
に
つ
い
て
の
悩
み
・

疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

　
�
労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー（
Ｒ

Ｉ
Ｃ
）で
は
、
厚
生
労
働
省
の
委
託

を
受
け
、
労
災
医
療
、
労
災
補
償
等

の
労
災
保
険
制
度
全
般
の
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

問�
労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー

　
（
Ｒ
Ｉ
Ｃ
）栃
木
事
務
所

　

宇
都
宮
市
大
通
り
２
‐
１
‐
５

　
　
�
０
２
８（
６
３
５
）６
３
１
２

　
　
�
０
２
８（
６
３
２
）９
７
１
７

　
　
�
０
１
２
０
‐
３
２
６
‐
３
８
５

　

相
談
用
Ｅ
メ
ー
ル

　
�
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お知らせ

ホ
フ
マ
ン
式
窯
の
公
開

　

国
指
定
の
重
要
文
化
財
、
旧
下
野

煉
化
製
造
会
社
の
煉
瓦
窯
を
一
般
公

開
し
ま
す
。
昨
年
、
町
の
所
有
に
な

っ
た
こ
と
で
、
本
格
的
な
保
存
の
た

め
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。

　

前
回（
７
月　

・　

日
）に
も
公
開

１４

１５

し
ま
し
た
が
、
台
風
の
た
め　

日
し

１４

か
公
開
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回

も
、�
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協

会
職
員
に
よ
る
説
明
が
あ
り
ま
す
。

普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
窯

の
上
部
・
内
部
」
ま
で
、
特
別
に
お

見
せ
す
る
予
定
で
す
。

日　

時　
　

月　

日（
日
）

１１

１８

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

説
明
時
間（
各
回　

人
ず
つ
）

１５

　

①
午
前　

時
〜

１０

　

②
午
前　

時　

分
〜

１０

３０

　

③
午
前　

時
〜

１１

　

④
午
後　

時　

分
〜

１１

３０

　

⑤
午
後
１
時
〜

　

⑥
午
後
１
時　

分
〜

３０

　

⑦
午
後
２
時
〜

　

⑧
午
後
２
時　

分
〜

３０

　

⑨
午
後
３
時
〜

　

⑩
午
後
３
時　

分
〜

３０

問
町
生
涯
学
習
課�
（　

）４
１
７
６

５７

や
さ
し
い
電
気
教
室
の
ご
案
内

　

関
東
電
気
保
安
協
会
で
は
、
電
気

を
正
し
く
安
全
に
ご
使
用
い
た
だ
く

た
め
に
電
気
安
全
講
習
会（
や
さ
し

い
電
気
教
室
）を
皆
様
の
所
に
お
伺

い
し
て
、
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

内
容（
実
施
例
）

�
ビ
デ
オ
や
資
料
を
使
用
し
た
、
や

　

さ
し
い
電
気
教
室

�
延
長
コ
ー
ド
の
作
成

�
職
場
の
電
気
事
故
防
止

問�
関
東
電
気
保
安
協
会
栃
木
事
業
本
部

　
　
�
０
２
８（
６
３
５
）６
６
２
６

（21）

工
事
の
お
知
ら
せ

問
町
下
水
道
課�
（　

）４
１
６
５

５７

　

町
建
設
課　
�
（　

）４
１
５
６

５７

　

工
事
中
は
、
通
行
等
何
か
と
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。



お知らせ

人
権
講
演
会

日　

時　
　

月
４
日（
火
）

１２

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜

３０

場　

所　

役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

演　

題

　
「
人
工
生
殖
に
お
け
る
自
己
決
定
」

講　

師

　

白�
大
学
法
科
大
学
院

　

副
主
任
教
授　
 
早  
野 　

は
や 

の

 
俊  
明 
先
生

と
し 
あ
き

聴
講
無
料

問
町
住
民
課　
　
�
（　

）４
１
２
７

５７

２
等
陸
・
海
・
空
士
自
衛
官
募
集

応
募
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成　

年
４

２０

　

月
１
日
現
在　

歳
以
上　

歳
未
満

１８

２７

　

の
男
子

受
付
期
間　

随
時
受
付
中

試
験
期
日
等　
　

月　

日（
金
）又
は

１１

２３

　
　
　
　
　
　
　

月　

日（
土
）

１２

１５

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
宇
都
宮
駐
屯
地

問
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

　
　
　
�
０
２
８
５（　

）４
７
６
３

２５

　

町
住
民
課　
　
�
（　

）４
１
２
７

５７

自
衛
隊
生
徒
募
集

応
募
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成　

年
４

２０

　

月
１
日
現
在　

歳
以
上　

歳
未
満

１５

１７

　

の
男
子
で
、
中
学
校
卒
業
者
又
は

　

平
成　

年
３
月
に
中
学
校
卒
業
見

２０

　

込
み
の
者

受
付
期
間　
　

月
１
日
〜
１
月
８
日

１１

試
験
期
日
等　

１
月　

日（
土
）

１２

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

試
験
会
場　

小
山
市
役
所
内

問
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

　
　
　
�
０
２
８
５（　

）４
７
６
３

２５

　

町
住
民
課　
　
�
（　

）４
１
２
７

５７

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

日　

時

　
　

月　

日（
月
）〜　

日（
日
）

１１

１２

１８

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

（
土
・
日
は
、
午
前　

時
〜
午
後

１０

５
時
ま
で
）

実
施
機
関

　

宇
都
宮
地
方
法
務
局

　

栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

全
国
共
通
番
号（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
�
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

（22）

住
民
課
の
豆
知
識
Ｑ
＆
Ａ
⑧

〜
窓
口
で
頂
い
た
ご
質
問
か
ら
〜

Q
住
所
に
つ
い
て
教
え
て
?

A
�
住
民
票
と
は
？

　

市
区
町
村
の
区
域
内
に
住
ん
で

い
る
住
民
に
つ
い
て
、
そ
の
者
の

住
所
・
世
帯
構
成
等
・
居
住
関
係

を
記
録
し
て
あ
る
帳
簿
で
す
。
人

の
居
住
関
係
を
公
証
す
る
唯
一
の

公
簿
で
も
あ
り
ま
す
。
住
所
・
氏

名
・
男
女
の
別
が
記
載
さ
れ
、
本

籍
・
筆
頭
者
の
氏
名
・
続
柄
・
住

民
票
コ
ー
ド
が
選
択
で
記
載
さ
れ

ま
す
。

�
転
入
と
は
？

　

新
た
に
市
区
町
村
の
区
域
内
に

住
所
を
定
め
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

転
入
届
出
は
、
新
住
所
に
住
み

始
め
て
か
ら
転
出
証
明
書
等
持
参

の
上
、　

日
以
内
に
届
け
て
く
だ

１４

さ
い
。

�
転
居
と
は
？

　

同
一
の
市
区
町
村
の
区
域
内
に

お
い
て
住
所
を
変
更
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

　

転
居
届
出
は
、
新
住
所
に
住
み

始
め
て
か
ら　

日
以
内
に
届
け
て

１４

く
だ
さ
い
。

�
転
出
と
は
？

　

市
区
町
村
の
区
域
外
に
住
所
を

移
す
こ
と
を
い
い
ま
す
。（
国
外

の
人
は
１
年
以
上
）

　

転
出
届
出
は
、
旧
住
所
地
を
転

出
す
る
前
後　

日
以
内
に
届
け
て

１４

く
だ
さ
い
。

問
町
住
民
課　
�
（　

）４
１
２
６

５７

（22）

Inform
ation

　

人  
権  
標  
語

や
さ
し
い　

え
が
お
で　
　

み
ん
な　

な
か
よ
し

南
赤
塚
小
学
校　
 
関  
口 　

せ
き 
ぐ
ち

 
輝  
美 

て
る 

み

　
　
　
（　

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

18



古
河
市

�
第
2
回
古
河
菊
ま
つ
り

　

約
１
５
０
０
鉢
の
さ
ま
ざ
ま
な
菊
花
が
趣
向
を

凝
ら
し
て
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。
菊
の
即
売
会
も

行
い
ま
す
。

期　

間　
　

月　

日
ま
で

１１

２３

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場　

所　

ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク

　
　
　
　
（
古
河
市
駒
羽
根
６
２
０
）

問
観
光
物
産
課　
�
（　

）３
１
１
１

９２

北
川
辺
町

�
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

古
河
市
・
野
木
町
の
住
民
の
方
も
ご
利
用
で
き

ま
す
。
初
回
貸
出
時
に
は
氏
名
や
住
所
な
ど
が
確

認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

※
金
・
土
曜
は
午
後
７
時
ま
で

※
月
曜
・
月
末
休
館

問
図
書
館（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー「
み
の
り
」内
）

�
（　

）４
４
０
０

６２

午前９: 00～午後５: 00　火曜日休館　�(57)2000　�（57）2044
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三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

http://w
w
w
.library.kitakaw

abe.saitam
a.jp

貸出期間貸出数

　

日
間

１５

５
冊
以
内

図
書

５
組
以
内

紙
芝
居

８
日
間

３
誌
以
内

雑
誌

２
点
以
内

視
聴
覚
資
料



WWWWWWWWWWWiiiiiiiiiittttttttttithhhhhhhhhhh  YYYYYYYYYYYoooooooooouuuuuuuuuuou

（24）

あ
な
た
は 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
？

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
は
内
臓
脂
肪
型
肥
満
と
高
血
圧
、

高
血
糖
、
高
脂
血
症
と
い
っ
た
危

険
因
子
を
併
せ
持
っ
た
状
態
を
言

い
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
は
動
脈
硬
化
を
進
め
狭
心

症
、
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど
の

発
症
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
診
断

基
準
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

診
断
基
準

①
腹
囲

　

男
性　
　

㎝
以
上

８５

　

女
性　
　

㎝
以
上

９０

※
お
へ
そ
の
高
さ
で
測
る

②
空
腹
時
血
糖

�
１
１
０
㎎
／ 

以
上

③
中
性
脂
肪

�
１
５
０
㎎
／ 

以
上

　
〈
か
つ
／
又
は
〉

　

H
D
L（
善
玉
）コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

�
　

㎎
／ 

未
満

４０

④
最
高
血
圧（
上
の
血
圧
）

�
１
３
０　

以
上

mmHg

〈
か
つ
／
又
は
〉

　

最
低
血
圧（
下
の
血
圧
）

�
　
　

以
上

８５
mmHg

　

①
に
加
え
、
②
〜
④
の
う
ち
２

つ
以
上
当
て
は
ま
る
と
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
診
断
さ
れ

ま
す
。

�
　
�
　
�

　

腹
囲
を
測
定
し
、
さ
ら
に
生
活

習
慣
病
健
診
な
ど
の
結
果
を
当
て

は
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た

は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

町
健
康
福
祉
課　

健
康
増
進
係

ど
ろ
ん
こ
遊
び

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ど
ろ
ん
こ
遊

び
が
大
好
き
で
す
。
土
や
砂
を
手

に
と
っ
て
ま
じ
ま
じ
見
て
い
た
り
、

水
を
入
れ
て
こ
ね
て
か
き
混
ぜ
て

み
た
り
、
団
子
を
作
っ
た
り
、
川

を
作
っ
た
り
、
絵
を
描
い
て
み
た

り
・
・
・
。
そ
の
子
な
り
の
イ
メ

ー
ジ
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

作
っ
た
も
の
が
気
に
入
ら
な
い
と
、

壊
し
て
遊
び
直
す
こ
と
も
で
き
ま

す
。
土
や
砂
は
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
た
い
へ
ん
魅
力
的
な
遊
び
の

素
材
で
す
。 

　

し
か
し
、
み
ん
な
が
大
好
き
か

と
い
う
と
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
ろ
ん
こ
や
砂
遊
び
へ
の
反
応
は

様
々
で
、
中
に
は
嫌
が
る
子
も
い

ま
す
。
原
因
は
何
だ
ろ
う
と
探
っ

て
み
る
と
、
汚
れ
る
こ
と
が
気
に

な
っ
た
り
、
土
や
砂
を
触
っ
た
こ

と
が
な
い
な
ど
で
、
経
験
が
な
い

た
め
に
そ
の
感
触
に
違
和
感
を
覚

え
た
り
し
て
遊
ば
な
い
こ
と
が
多

い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
お
母
さ
ん
が
清
潔
好
き
で
汚

れ
る
こ
と
を
過
剰
に
気
に
す
る
と

き
に
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
お
こ

り
ま
す
。
先
日
、
あ
る
親
に
「
う

ち
の
子
は
砂
を
触
っ
た
り
土
を
触

っ
た
り
で
き
な
い
の
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
ま
さ
に
そ
の
子
は
経
験

が
な
か
っ
た
の
で
す
。
お
友
だ
ち

の
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
見
る
機
会

を
多
く
作
っ
て
あ
げ
る
と
ち
ょ
っ

と
ず
つ
は
触
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

き
っ
と
大
好
き
に
な
る
こ
と
で
し

ょ
う
。 

　

土
遊
び
や
砂
遊
び
は
最
も
身
近

に
で
き
る
自
然
体
験
で
、
砂
場
で

は
子
ど
も
同
士
の
お
も
し
ろ
い
か

か
わ
り
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人

も
一
緒
に
遊
ん
で
そ
の
楽
し
さ
を

味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
林
保
育
所
保
育
士

福
田　

緑

� �����������������������������������������������������������������������



投
稿

野
木
町
音
頭
・
賛
歌
愛
好
会 

８
月
に
発
足

　
　
　
　

愛
好
会
会
長　

鈴
木
熊
蔵

　

昭
和　

年
に
町
制　

周
年
を
記
念

６０

２０

し
て
町
の
永
久
の
繁
栄
を
願
い
「
野

木
町
音
頭
・
野
木
町
賛
歌
」
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

賛
歌
の
歌
詞
は
町
民
か
ら
の
応
募
、

歌
唱
は
本
県
出
身
の
歌
手
、
森
昌
子

さ
ん
、
制
定
当
時
か
ら
し
ば
ら
く
の

間
町
の
事
業
等
で
賑
や
か
に
披
露
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、　

年
を
過
ぎ
た

２０

今
日
「
音
頭
・
賛
歌
」
を
耳
に
す
る

機
会
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。 

　

再
び
こ
の
「
音
頭
・
賛
歌
」
を
蘇

え
ら
そ
う
と　

数
名
の
発
起
人
に
よ

１０

り
会
員
募
集
の
呼
び
か
け
が
は
じ
ま

り
「
愛
好
会
」
の
発
足
と
な
り
ま
し

た
。

　

希
望
す
る
方
は
ど
な
た
で
も
会
員

（
年
会
費
１
０
０
０
円
）に
な
れ
ま
す
。

２
か
月
に
一
度
の
合
同
練
習
会
も
計

画
し
て
い
ま
す
。
会
員
は
、
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
須
田　

栄

　

〒
３
２
９
‐
０
１
１
１

　

野
木
町
丸
林
４
０
７
‐　
１１

　
　
　
　
　
　
　
�
（　

）１
８
８
１

５５

　
　
　
　
　
　
　
�
（　

）１
３
８
８

５５

（25）

Topics ～町の話題・投稿～

町公民館での野木町音頭の練習風景

昭和６０年に作られた野木町音頭・賛歌のレコード

野
木
町
賛
歌

ふ
れ
あ
い
の
町

　

作
詞　

新
井　

清
時

　

詞
補
作
監
修　

な
か
に
し
礼

　

作
曲　

す
ぎ
や
ま
こ
う
い
ち

　

野
木
町
民
の
歌
・
音
頭
制
定
委
員
会
選
定

　

唄　
　

森　

昌
子

１　

振
り
返
る
こ
と
を　

知
ら
な
い
君
が
い
る

　
　

休
む
こ
と
を　

知
ら
な
い
あ
な
た
が
い
る

　
　

そ
ん
な
二
人
に　

似
合
い
の
町
が
あ
る

　
　

希
望
に
燃
え
る　

ふ
れ
あ
い
の
町

　
　

互
い
に
手
を
と
り　

た
ず
さ
え
て
歩
く

　
　

伸
ば
そ
う　

心
の
育
つ
町
よ

　
　

私
と
あ
な
た
の　

野
木
町
に
生
き
る

　
　

し
あ
わ
せ
な　

よ
ろ
こ
び

２　

喜
び
わ
け
合
い　

過
ご
せ
る
日
々
が
あ
る

　
　

生
き
る
し
あ
わ
せ　

育
む
明
日
が
あ
る

　
　

だ
か
ら
毎
日　

力
の
限
り
に

　
　

ま
わ
り
の
す
べ
て
愛
し
つ
づ
け
る

　
　

夢
を
心
に　

た
ず
さ
え
て
生
き
る

　
　

つ
く
ろ
う　

希
望
の
育
つ
町
よ

　
　

私
と
あ
な
た
の　

野
木
町
に
生
き
る

　
　

し
あ
わ
せ
な　

よ
ろ
こ
び

　
　

愛
が
ふ
く
ら
む　

こ
の
町
が　

好
き

　
　

咲
か
そ
う　

歌
声
ひ
び
く
町
よ

　
　

私
と
あ
な
た
の　

野
木
町
に
生
き
る

　
　

し
あ
わ
せ
な　

よ
ろ
こ
び

野
木
町
音
頭

　

作
詞　

な
か
に
し
礼

　

作
曲　

猪
俣　

公
章

　

野
木
町
民
の
歌
・
音
頭
制
定
委
員
会
選
定

　

唄　
　

森　

昌
子

一
、�
ハ
ア

　
　

春
は
う
れ
し
や　

桜
の
下
で

　
　

ち
ょ
い
と
浮
か
れ
て　

唄
お
じ
ゃ
な
い
か

　
　

は
る
か　

は
る
か
か
す
む
は　

男
体
山

　
　

野
木
は
よ
い
町　

よ
い
と
こ
ろ

　
　

若
い
希
望
が　

燃
え
る
町

　
　

人
生　

の
め
の
め

　
　

の
め
ば
満
開　

友
の
顔　

友
の
顔

二
、�
ハ
ア

　
　

夏
は
た
の
し
や　

祭
り
の
太
鼓

　
　

そ
ろ
い
浴
衣
で　

踊
ろ
じ
ゃ
な
い
か

　
　

娘　

娘
ひ
ま
わ
り　

野
木
美
人

　
　

野
木
は
よ
い
町　

よ
い
と
こ
ろ

　
　

生
き
る
よ
ろ
こ
び　

は
ず
む
町

　
　

手
拍
子　

と
れ
と
れ

　
　

と
れ
ば
く
る
り
と　

妻
が
舞
う　

妻
が
舞
う

三
、�
ハ
ア

　
　

秋
は 
銀
杏 
が　

い
ち
ょ
う

 
黄  
金 
に
光
る

こ 

が
ね

　
　

生
れ
故
郷
を　

愛
そ
じ
ゃ
な
い
か

　
　

歴
史　

歴
史
う
か
べ
る　

思
川

　
　

野
木
は
よ
い
町　

よ
い
と
こ
ろ

　
　

父
祖
の
き
ず
い
た　

文
化
財

　
　

誇
り
を　

持
て
持
て

　
　

持
て
ば
美
し　

母
の
し
わ　

母
の
し
わ

四
、�
ハ
ア

　
　

冬
は
風
吹
く　

寒
さ
の
中
で

　
　

ど
ん
と
胸
は
り　

生
き
よ
じ
ゃ
な
い
か

　
　

こ
こ
が　

こ
こ
が
日
本
の　

真
ん
中
だ

　
　

野
木
は
よ
い
町　

よ
い
と
こ
ろ

　
　

伸
び
る
産
業　

町
づ
く
り

　
　

未
来
に　

飛
べ
飛
べ

　
　

飛
べ
ば
た
の
も
し　
 
父  
子  
鷹 　

父
子
鷹

お
や 

こ 

だ
か

※「
ふ
れ
あ
い
の
町
」「
野
木
町
音
頭
」

の
C
D
、
カ
セ
ッ
ト
を
町
企
画
財
政
課

（
役
場
本
館
２
階
）で
貸
し
出
し
て
い
ま

す
。
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投
稿

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
体

験
に
参
加
し
て

岩
崎　

和
子

♪
み
ん
な
の
町
に　

み
ん
な
の
劇
場 

　

み
ん
な
の
ス
テ
ー
ジ　

あ
っ
た

♪
笑
っ
た
り
泣
い
た
り
し
な
が
ら 

　

夢
の
物
語
つ
く
る
・
・
・

　

住
民
参
加
型
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
赤

い
靴
〜
カ
ー
レ
ン
を
め
ぐ
る
愛
の
物

語
〜
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
幕
が
上

が
り
ま
し
た
。

　

劇
団
東
少
の
制
作
・
演
出
に
よ
る

名
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
赤
い
靴
」
を
上

演
す
る
に
あ
た
り
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
が
、

一
緒
に
舞
台
を
体
験
す
る
参
加
者
を

募
っ
た
の
で
思
い
切
っ
て
応
募
し
て

み
ま
し
た
。
歌
に
ダ
ン
ス
に
曲
芸
に

と
、
３
か
月
の
練
習
期
間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

歌
い
な
が
ら
跳
ん
だ
り
は
ね
た
り

す
る
ダ
ン
ス
は
ス
テ
ッ
プ
が
な
か
な

か
覚
え
ら
れ
ず
、
小
学
生
や
中
学
生

に
教
わ
り
な
が
ら
、
な
ん
と
か
皆
に

つ
い
て
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
大
道
芸
「
デ
ィ
ア
ボ
ロ
」
は
、

上
に
投
げ
た
コ
マ
を
両
手
で
張
っ
た

糸
の
上
に
乗
せ
て
キ
ャ
ッ
チ
す
る
と

い
う
技
で
し
た
。
こ
れ
も
と
て
も
難

し
く
て
、
何
度
や
っ
て
も
コ
マ
を
落

と
し
て
し
ま
い
、
失
敗
の
連
続
で
し

た
。
毎
夜
の
自
宅
で
の
秘
密
特
訓
が

実
を
結
ん
だ
よ
う
で
、
迎
え
た
本
番

で
は
と
う
と
う
「
キ
ャ
ッ
チ
」
に
成

功
し
、
大
感
激
で
し
た
。 

　

劇
団
の
俳
優
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に

お
芝
居
を
演
じ
た
り
、
華
や
か
な
舞

踏
会
で
ワ
ル
ツ
を
踊
る
シ
ー
ン
で
は
、

ま
る
で
宝
塚
の
世
界
に
で
も
い
る
よ

う
な
思
い
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
さ

れ
た　

名
の
仲
間
た
ち
と
励
ま
し
合

２５

い
な
が
ら
、
ひ
と
つ
の
目
標
に
向
か

っ
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
２
時
間
足

ら
ず
の
舞
台
公
演
で
し
た
が
、
稽
古

の
際
に
演
出
家
の
先
生
が
、
い
つ
も

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
「
ワ
ク
ワ
ク
感
、

楽
し
さ
、
元
気
良
く
」
は
、
私
な
り

に
は
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
か
な
と

思
い
ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、

や
り
遂
げ
ら
れ
た
達
成
感
で
最
高
の

気
分
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
へ
の
参
加

は
、
私
の　

代
の
素
敵
な
思
い
出
と

５０

な
り
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に

感
謝
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
観
る
側
か

ら
、
参
加
し
て
演
じ
る
側
の
貴
重
な

体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間 

作
業
実
績
報
告

　

８
月
の
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
に

合
わ
せ
、
区
・
自
治
会
の
ご
協
力
の

も
と
、
町
内
全
域
に
お
い
て
道
路
清

掃
等
の
運
動
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

猛
暑
の
中
、
町
内
全
域
で
５
８
１

９
名
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

道
路
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

作
業
の
実
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆
草
刈
り
、
小
枝
切
り
作
業
総
延
長 

�
約
１
８
０
㎞ 

☆
回
収
し
た
草
、
ゴ
ミ 

�
約　

ｔ
１１

　

道
路
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。
み

ん
な
が
気
持
ち
よ
く
使
え
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
協
力
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

問
町
建
設
課　
　
�
（　

）４
１
５
６

５７

共演者の方との記念撮影
（左が岩崎和子さん）

きれいな道路は気持ちがいい�



投
稿

生
き
物
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

　
「
み
ど
り
の
里　

川
西
」

　
　
　
　
　
　
　

代
表　

渡
邉
和
也

　

９
月
２
日
に
、
農
地
・
水
・
環
境

保
全
向
上
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
、

生
き
物
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
地

域
の
魚
の
生
態
を
調
査
す
る
目
的
と

し
て
、
児
童
・
育
成
会
な
ど
を
中
心

に
、　

名
が
参
加
し
水
路
に
て
魚
の

４１

採
取
を
行
い
「
メ
ダ
カ
」「
ド
ジ
ョ

ウ
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
魚
が
捕
れ
ま

し
た
。 

　

調
査
後
、
参
加
し
た
子
ど
も
・
父

兄
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
様
々
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
地
域
の
田
ん
ぼ
が
、　

年
後
、
荒
れ

１０

果
て
な
い
よ
う
に
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
て
米
作
り
を
や
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

水
路
の
生
き
物
た
ち
も
守
っ
て
い
こ
う

と
思
う
」

　
「
今
回
の
調
査
を
し
て
い
る
大
人
の

と
て
も
楽
し
そ
う
な
姿
は
印
象
的
だ
っ

た
。
き
っ
と
昔
の
子
ど
も
時
代
を
思
い

出
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
数
十
年
後
、

今
の
子
ど
も
た
ち
が
こ
の
よ
う
な
光
景

を
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
、
地

域
の
環
境
を
少
し
で
も
守
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
思
い
を
強
く

持
っ
た
」

　

以
上
の
よ
う
な
意
見
が
多
数
出
さ

れ
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
、
調
査
を

終
了
し
ま
し
た
。

母
子
保
健
事
業
功
労
者
の
表
彰

　

９
月　

日
に
県
総
合
文
化
セ
ン
タ

１０

ー
で
開
催
さ
れ
た
「
第　

回
栃
木
県

４７

公
衆
衛
生
大
会
」
に
お
い
て
、
町
母

子
保
健
推
進
員
の
岩
崎
初
江
さ
ん

（
丸
林
）が
多
年
に
わ
た
り
地
域
の
母

子
保
健
活
動
に
貢
献
し
た
と
し
て
大

会
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

祝
ご
長
寿�

　

新
井
タ
ケ
さ
ん（
潤
島
１
）

　

新
１
０
０
歳
と
し
て
内
閣
総
理
大

臣
及
び
県
知
事
か
ら
の
祝
状
及
び
記

念
品
を
伝
達
い
た
し
ま
し
た
。
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Topics ～町の話題・投稿～

交差点　注意力の　試験場所

�
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

�
犬
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

町内の救急出場

49
件

出場
件数９

月
累
計 47

人
搬送
人員

439
（62）

件

出場
件数

（増減）

　

年
累
計（
前
年
比
）

１９

398
（37）

人

搬送
人員

（増減）

町内の交通事故

8件数
９
月
累
計

0死者

11傷者

92
（-4）

件数
（増減）

　

年
累
計（
前
年
比
）

１９

2
（1）

死者
（増減）

114
（-9）

傷者
（増減）

水路にはたくさんの生き物がいました

１０月１日現在
　　人口 男 12,801人
　　 　　女 13,011人
　　 　　計 25,812人
　　世帯数　8,894

町の人口

今月の納期

国民健康保険税

介 護 保 険 料

第５期

第５期
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月
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報
の
ぎ
（
４
３
４
号
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町　
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編
集　

野
木
町
広
報
委
員
会　

●
野
木
町
役
場
企
画
財
政
課
広
報
広
聴
係　
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２
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０
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９
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野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１　
�
０
２
８
０（　

）４
１
１
７

１９

１１

５７

倉沢　保子さん
「跳ぶよ～」

　ゲートボールが“元気の素”のフサさん。もちろ
ん優勝を狙う大会に向けて、３時間の猛練習も何の
その。「ゲートボールは心理戦のゲーム。作戦が
ものをいう。試合の勝敗を分けるのは戦術」とも。
チームメートの叱咤激励にも笑顔で応える。試合が
近づいてくると感じる適度な緊張感がたまらないそ
うです。反面「なかなか思い通りにはいかないね」
と弱気な一言も。コート内をダッシュで移動する姿
にしばし唖然。元気の出る町にぴったりの丸林の
すごいばあちゃん。近づく米寿がお楽しみ。

帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締帯締めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ

組紐 斎藤　好さん
Yoshi Saitoh

(丸林西中１）

　３年前に広報のぎで「 組  紐 教室」がある
くみ ひも

ことを知り、始めました。組紐は丸い台に
一玉一玉の糸を巻いて組んでいきます。
最初は８玉でしたが、今は２６玉で組んでい
ます。なかなか上手に組めないので先生の
手助けを受けることも時々あります。
　日々、伝統工芸の組紐を楽しんでいます。
いつまでも続けていって、いつかは素晴ら
しい組紐ができあがることを楽しみにして
います。

　

野
木
神
社
に
は
、
孫
を
連
れ
て
よ
く
遊
び
に
行
き

ま
す
。
夏
は
涼
し
く
、
秋
に
は
色
づ
い
た
葉
を
拾
い
、

散
策
し
な
が
ら
楽
し
く
遊
べ
る
場
所
で
す
。
そ
ん
な

ひ
と
時
に
写
し
た
思
い
出
の
１
枚
で
す
。

岡岡岡岡岡岡岡岡岡岡
村村村村村村村村村村

フフフフフフフフフフ

岡
村　

フ
サササササササササササ
ささささささささささ
んんんんんんんんんん
さ
ん（（（（（（（（（（

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
））））））））））

（　

歳
）

8888888888777777777787
（（（（（（（（（（
丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸
林林林林林林林林林林
東東東東東東東東東東
上上上上上上上上上上
１１１１１１１１１１

（
丸
林
東
上
１
）））））））））））


